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Ⅲ 主体的・対話的で深い学びの実現に
向けた数学科の授業改善について
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学習指導要領における「主体的・対話的で深い学び」に関する記述
（中学校学習指導要領解説 数学編P１６２）

第４章 指導計画の作成と内容の取扱い
１ 指導計画作成上の配慮事項

（１） 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善

(1) 単元など内容や時間のまとまりを見通して、その中で育む資質・能力の
育成に向けて、数学的活動を通して、生徒の主体的・対話的で深い学びの
実現を図るようにすること。その際、数学的な見方・考え方を働かせながら、
日常の事象や社会の事象を数理的に捉え、数学の問題を見いだし、問題
を自立的、協働的に解決し、学習の過程を振り返り、概念を形成するなど
の学習の充実を図ること。
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数学的活動とは、事象を数理的に捉え、数学の問題を

見いだし、問題を自立的、協働的に解決する過程を遂行
することである。これは、「生徒が目的意識をもって主体的
に取り組む数学に関わりのある様々な営み」であるとする
従来の意味をより明確にしたものである。今回の改訂では、
数学的に考える資質・能力を育成する上で、数学的な見
方・考え方を働かせた数学的活動を通して学習を展開す
ることを重視することとした。

数学的活動とは
（中学校学習指導要領解説 数学編P23）
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日常生活や社会の事象
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「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた
授業改善を進める際の留意点（中学校総則解説P４）

ア 児童生徒に求められる資質・能力を育成することを目指した
授業改善の取組は、既に小・中学校を中心に多くの実践が積
み重ねられており、特に義務教育段階はこれまで地道に取り
組まれ蓄積されてきた実践を否定し、全く異なる指導方法を導
入しなければならないと捉える必要はないこと。

イ 授業の方法や技術の改善のみを意図するものではなく、児童
生徒に目指す資質・能力を育むために「主体的な学び」、「対
話的な学び」、「深い学び」の視点で、授業改善を進めるもので
あること。

ウ 各教科等において通常行われている学習活動（言語活動、観
察・実験、問題解決的な学習など）の質を向上させることを主
眼とするものであること。
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エ １回１回の授業で全ての学びが実現されるものではなく、単元
や題材など内容や時間のまとまりの中で、学習を見通し振り返
る場面をどこに設定するか、グループなどで対話する場面をど
こに設定するか、児童生徒が考える場面と教師が教える場面
をどのように組み立てるかを考え、実現を図っていくものである
こと。

オ 深い学びの鍵として「見方・考え方」を働かせることが重要にな
ること。各教科等の「見方・考え方」は、「どのような視点で物事
を捉え、どのような考え方で思考していくのか」というその教科
等ならではの物事を捉える視点や考え方である。各教科等を
学ぶ本質的な意義の中核をなすものであり、教科等の学習と
社会をつなぐものであることから、児童生徒が学習や人生にお
いて「見方・考え方」を自在に働かせることができるようにする
ことにこそ、教師の専門性が発揮されることが求められること。

カ 基礎的・基本的な知識及び技能の習得に課題がある場合に
は、その確実な習得を図ることを重視すること。

19



20



単元を見通した計画（中央教育審議会答申資料）
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数学の学習では、「数学的な見方・考え方」を働かせな

がら、知識及び技能を習得したり、習得した知識及び技能
を活用して探究したりすることにより、生きて働く知識とな
り、技能の習熟・熟達につながるとともに、より広い領域や
複雑な事象の問題を解決するための思考力、判断力、表
現力等や、自らの学びを振り返って次の学びに向かおうと
する力などが育成され、このような学習を通じて、「数学的
な見方・考え方」が更に確かで豊かなものとなっていくと考
えられる。

数学科における「数学的な見方・考え方」
（中学校学習指導要領解説 数学編P７）
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数量の関係を文字式に

正答率は、23.6％

3a/5と解答した生徒が51.6％
（そのまま～倍する。）

H27年度 全国学力・学習状況調査 中数A２（２） 23



平行移動

正答率 ５５.２%簡単だと思って
見過ごしてないか ７ｃｍ移動 ３３.２％

H27年度 全国学力・学習状況調査 中数A４（２） 24



主体的・対話的で深い学びの実現に向けて

◎授業の方法や技術の改善のみを意図するものではない。「主
体的な学び」、「対話的な学び」、「深い学び」の視点で、授業改
善を進める。

◎学習活動（言語活動、観察・実験、問題解決的な学習など）の
質を向上させることを主眼とする。

◎学習を見通し振り返る場面をどこに設定するか、グループなど
で対話する場面をどこに設定するか、児童生徒が考える場面
と教師が教える場面をどのように組み立てるかを考え、実現を
図っていく。

◎児童生徒が学習や人生において「見方・考え方」を自在に働か
せることができるようにする。

◎基礎的・基本的な知識及び技能の習得に課題がある場合には、
その確実な習得を図る。
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Ⅳ 数学科の特質に応じたICT活用について
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※「学びのイノベーション事業」実証研究報告書(平成26年)

学校におけるICTを活用した学習場面

各教科等の指導でICTを活用することは、子供たちの学習への興味・関心を高め、分かりやす
い授業や「主体的・対話的で深い学び」の実現や、個に応じた指導の充実に資するもの。
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各学校にお願いしたいこと

◎新しい学習指導要領の趣旨を踏まえた授業研究・研修
を充実すること。

・単元全体を見通した授業計画・実践

・「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」の視点
からの授業改善

・自己の数学的素養についての不断の研究と修養

◎家庭での学習習慣を身に付ける適切な指導を行うこと。
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